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三浦丘陵における出野利用の変遷
山IHT木古庭地区を中心にして-

武毘周一郎・岩田明日香・山石 勉

1 はじめに

首相~1歪iに位置する三浦半島には，都市化の著し

い現代に主つでもなお，広く緑地が分布してい

るO 横須賀を抱え 111!{J1(ゃ東京とも近接性を有す

る三浦半島は，首都圏の緑地として重要な意味を

もっている O

首都閣の緑地に関する研究はT 武蔵!町二台地を仁|てl

心とした関東平野の平地林1)について多くの者積

があるものの，三浦半島に関するものは少なし'0

従来の研究では，近世の三浦半島における山林資

源の生産と流通2)や，明治期以降の三浦半島南部

における植生の変遷3)が明らかにされている。横

浜や横須賀といった近代に急激な成長を遂げた都

市との関係を考慮すれば， LLi林資源生産の 1:1]心で

あった半島北部の丘陵地を対象として.近世から

近代にかけてのLlJ野利用の変遷を通H寺i切に検討す

る必要がある O

首都圏に|浪らずLLi野利用の変遷を明らかにした

li3I究は数多く，先駆的なものとして千葉徳雨1)に

よる「はげはりの研究が挙げられる。千葉は「は

げはりのJI:;成過税を明らかにするなかで，草地か

ら襟地さらに森林へという植生の変遷を示した

が，その後も同様の研究は多く行われている O ま

た近年，小林 茂ら5)は太宰府市J或における森林

の変化を明らかにしたよで、 高度経済成長期を検

討の始点とすることが多い里山保全論に疑問を呈

している O

本稿で、は.J二述のようなiiJf究を踏まえ，三浦丘陵

における山illj干IJ)，I:Jが，近世から近代にかけていか

に変遷したのかを，通Il寺的にi明らかにすることを

目的とする O 特に三浦丘陵を首都圏の重要な緑地

として位置づけ，都市との関係を考慮しながら検

討する D

1iJ1究対象地域は，北部の丘陵と南msの台地地域
から構成される三浦半島のうち，北部の丘陵一千百

である(第 11l<:1)。三浦半j誌の北部には大1'fNIJI 

(標高241.8メートル)などを 1:1:1心とする l王陵地が

多摩丘陵から述な j 市 ;'4:1~ には複数の段 l王昨から

なる台地が発達している。このうち ~Iと部の丘陵の

槌生は，市積の大手がコナラを 1:1-1心とする三次林

によって 11-iめられている。そのほか， 日目にス

ギ・ヒノキ1、il'(林がjよがり またスダジイやタブノ

キなどの I~IY!汁本カ-;している(第 21叉1)口

対象地j戒には返 j三IIJ¥ 三iilWI日'01111I!T，横九Htdi

の一部を合むが， とくに業111111]"本111-)定地i又を 111心

{ にして検討する O 研究H;Lとしては， ますず0:1検i全知:けj地血山削i似liJ版リ坂

や村記絵:刊|支泣!をを， もとに 近|ド肝i打片1:-，前)日泊iTJ朋u別)月jカか、ら{後走j矧別り山jにjお'::iiけけ-J-る1'14 

j世のう分士布と不利iサl日)片川l日3を1検昔食tH子討t寸すす『る口 ぷ;し 3 て J!lJ. m~\:1χi や j出 h

文書および紫111111]"1支j劾文子17をもとに，明治WJの1.11

野利用について検討する O なお業iJ.lIHT域では，近

年，葉山郷土史研究会り)が一次史料の収集をとも

なう調査成呆をあげている O 本稿ではこれらの成

果を踏まえ，木古庭地区を 1:1コ心として， J詰辺村落

の事例を含めて分析する O

E 近世前期から後期における草地の分布と利用

1)元禄期における草地の分布

木古j定村を含む三im1m内の前橋落領で，元禄12
:fr-(1699)に総検地が実施された7)。この検地で

注目されるのは，耕地や屋敷とともに山肝領j或が

綿入れの対象とされた点である。検地が実施され

た村落では，耕地ゃ屋敷を帳付けした検地1111ミだけ

でなく， 111野領域のみを書き上げた ILLi検地IIJJU
が作!友された

8)
。この1111余地1111ミは.耕地を記JIまし
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第 11~1 研究対象地域

~ 

第 21~1 対象地域の植生図

(件Ij弓~JII 県史各論編 4J 付録植生 121 に

より{乍成)

~~ 
で7

た検地11長とは別立てとなっているO そして山検地

l援には111や林が l筆ごとに書き上げられており，

l筆ごとに名請人が記載されている o 1筆ごとの

記載様式は，以下の通りである9)。

蔵谷

一三拾11，~・弐拾九間上萱山弐反九畝歩善

右衛門

問所

三拾I1J]"拾三間 i干I萱山 壱反三i抗歩 !可

人

この山検地11援には多様な地目が書き上げられて

いるが，その地自は村ごとに異なっている(第 l

表)。木古庭村・上山口村及び一色村では，山が

上・中・下・ F々 の 4等級に区分されている D 一

方で桜山村・長柄村及び堀内村では.地目がより

組iかく分類されており U-I (松山・雑木111"萱U-I" 
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第I表相模国三浦和1前橋藩領における村日IjのLLJ.林・薮・芦野厄i積 元禄12年(1699)一

(qt{立畝.歩)

j也iヨ 木古庭村 ー色村 J二UJ[二i村 桜UJi、:J 長柄村 堀内村

上; 3140.09 370. 25 460.00' 

1682. 14 417.08 1101. 00 
UJ 

下 1792.24 365. 24 1364. 21 

下々 1484. 18 1130. 10 

197.24 894. 20 138. 16 

松山 下 522. 19 1285. 20 347.05 

下々 20. 15 419.00 126. 29 

39. 28 79. 00 
雑木LL! -f 21. 15 52.00 

62. 19 1097.11 

218.01 753， 10 561，2] 
萱山

48，03 845， 20 679，22 
一一|ご々 4，24 146， 26 47， 04 

芝UJ -f々 179，00 1335， 20 512， 23 

1本 F々 0，10 

2， 28 8，15 
松林

下々 5，10 2， 20 

雑木林 下々 2，10 

竹下 10， 20 

安I 竹下々 20，15 

{漆 iご々 6，12 

芦野 12，24 

í~(j安f 2491. 00 
村i村

散在mr 514，00 

150，00 

笹Il林 雑木 175，00 

316， 00 

(葉山IH]役場文書・業UJ家文書.r逗子市誌jの各村検地!肢により作成)

芝111).林(松林-雑木林).薮が，それぞれ上・

仁j:J・下-下々の4等級に区分されている O また桜

山村では，この他にも芦原が11長付けされている O

これらは個人所有の「百姓持山jであるが， さら

に村共有の株場や散在野，そして御林がi阪末に記

載されている。 UJ検地11反に 11長付けされた山野は村
高には結ばれておらず，小物成として l反あたり

25文程度の IUJ銭Jが謀せられていた。このうち
特に注目されるのは. 111検j也1I辰に 11I長付けされた山

野面積のうち，萱111及び芝山が占める割合であ

るO 桜U.I村及び長柄村では111;討すけされた山野面積

のうち約4割，堀内村にいたっては約 7割強が萱

山及び芝山で占められている O

さらに村ごとに詳細に検討すると，地自の割合

に偏差があることがわかる O 例えば長柄村ーでは，

村内を流れる森戸川の最上流部にあたり，集落か

ら離れた小南郷・大南郷に合わせて15.5IJO'の ILLiJ 

がl限付けされており このうち約 8割の12111Tが松

山である10) (第 31Zl)。一方で森戸川上流部の倉ヶ

谷では9.51llJの山が!結え付けされているが， このうち

約 8割の7.5110'が芝山及び萱山で、ある O また面積は

少ないものの，大山付近の桑ヶ作や滝ノiViなどで

は，全てが萱山もしくは芝山である O

同様の偏差は堀内村や1五山村でも確認され，元

禄期の三浦丘陵には数11fT規模の萱山や芝山が， ま

とまって分布していたことが指摘できる O 萱山や

芝山の実態は不明であるが，松山や雑木林とは区

別されていたことから，十鈴木が生えていない草山
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守蜘 松山

400 雑木111

100 
下々芝111~ 

(畝) 7霊山

O 500m 

第 31~1 長柄村における松iJ.J.雑木iJJ.芝iJl.萱山の分布一元禄12:ij三(1699)一

(業 LLJIH]役場文告:i相模i主i桂11im1ili長柄村宜山芝山山称場結11検地IIIJミJ.明治36年

(1903) 1 75 分 1 地71~lzl 日豆子 J . i長ifliJにより作成)
a)実線はl明治JtJの大字界を示し大字界および地名は鶴 (2007)を参照した。

であったと判断されよう。

2 )絵図にみる山上の草地

近世後期の三浦丘陵における村落景観を描いた

典型的な事例として注目されるのが，下Ull二11寸絵

IZlである O 下LL!I二i村は1;131葉湾に加し. TI上i川河口

に位置する村落である O 村j或は. 1;I~!模湾に面した

Tt1i方を!徐く三方を丘陵に阻まれ，村内をTtli流する

下111)11沿いに耕地と集落が分布していた。また沿

岸部には三111奇往還が通り，街道沿いにはが分

布していたJj)。

この fl11仁i村には複数の村絵図が残されている

が，これらの絵IZlで自をひく大きな特徴は，丘陵

山頂部の描写である O 特に顕著なものが嘉永 5年

(1852)の絵IZlJ2)である O 村落の三方を|豆!むL11並

みの上半分が. -1祭目立つ経色を用いて「椋場j

として示されている(第 4[~!)。また慶 j志 4 年

(1868)以降の作成と忠われる絵図でも，やはり

南斜部のL1-l頂部に「茅LLJJという文字が認められ

るO

同様の状況は飽村にも認められる O 例えば天保

!m成立の f新編相模 I~)IIT~ゴ二記稿J J3)によれば，木

古庭村北部の「小名品L1-lJには 1111城jがあり，

「八IHJ許」笠ると 1iJ-l上芝地jであった。この畠山

は木吉庭村と l王I?~Ir村とのJ克に位置しているが，天

保j坊にはこの木古j定村畠山の ILlLI二Jが「芝地J
であったということになる O

iご111仁川寸志会If{!に持iかれたiWi写は， 近世後期の三

浦Jil凌においである程度一般的であったものと推

察される。少なくとも現在のように. J王段全体が

樹木に被覆されてはおらず，山頂部を中心にして

広く草地が分布していたと判IfJrされる。

3 )株場争議と山野の利用

a 桜111村と上山口村

木古定村の北部に位置し周辺を丘陵に阻まれ

た桜山村ブミ山では，平くは 17-1企紀後半から税~J揚を

めぐる争論が確認される J4)。まず寛文13年(1673)
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第41:K1下LLJ仁i村絵図一嘉水 5年(1852)一

会、

o参Oο。 ぞい

株 1I1 対11 IJI 海道

(沼 13:1 米子家文書 1-1ごiJl 仁川、:J 々絵 I~IJ により作成)

jJJ原悶では林j誌が燈色で示されている。

には， Jニ山口村百姓らが桜山村のitlJ運!こiJ-Iを荒ら

した件につき，諸寺院や，近 I)~ の::'f:1 主による 1'11介

によって，金6両で内済となっている 15)0 J二山口

村吉姓らによる盗伐行為は，その後も絶えること

がなく，安永 5年(1776) にも，同様の事件を起

こしている 16)。そして文化14年(1817) には，上

山口村百姓らは代金を支払って桜iJJ村大iJJの下草

をメIJ り取ることを許可されている。 -I~草代は 1 年

あたり金 1分 2朱で，同年より 10年間の契約で

あった O

その後，慶応3年(1867)になると，老1=1::1水野

jE、精によりこの桜iJJ村大111に牧j揚!?再設の 1id:11差

図」が下された。これについて，桜山村は江川代

官所へ「御免Jを!嘆願する O そのi嘆願によれば，

桜iJJ村大山の百姓持LLJは 先々より林j~3J として

「仕立置Jいてきたという。桜1111;;]-.長柄村及び逗

子村の f三ヶ村入会Jであり，下草を刈取り.II::EI 

):Illtl=付養」ならびに IISll寸牛馬之がJfl.Jとして利

用してきた。長柄村と逗子村は「往古Jより「相

当之代永」を支払ってi安1-1-1村大山の科ミ場を佑二十

桜 LLJ村は同所が「百姓持LLJJ ながら「往 l:l~，ヨ 1) 上

も植付」けてこなかったという。そして日:]):Ill 

の肥料として藻草を利用できる海岸付の村落とは

異なり 111付の 3ヶ村では，大山に牧jj去をIWJけば

1 E:El ):1l1耕作ハ勿論，よ|二jお養方」についても手段が

無いとして，牧場開設の免除を求めたlil。

b 木古庭村と周辺村落

木古j定村に関しては， 史料¥J二で、は18'1世紀前半以

降に，近隣の上山口村及び下平作村とのIMJの争論

がJ確認される O 手:保8年(1723)には，木古)定中?

とj二111仁11寸との椋場争論について，木rt-，J定村の主
張を記した史料が作成された18)。前1:1こl欠の衣"丈で

はあるが，注目すべきは次の2点で、ある。
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まず稼場の村境に関連して， 1老人jが2巨iの

検地で案内者を務めていることである O すなわ

ち，上山口村と木吉庭村の稼場の村境を巡って争

論が起こったが，木古庭村の f老人Jがいうに
は， 1六イ一年以前Jに 1111御検地jが行われ， r大
津iJJ三国iIl宇Jまで 9IHT6反7畝14歩の1球場がある

という O また「三十年程JJ、前Jにも「出入jがあ

り，この仁三i却i引を巡って双方の意見が相違し

た。そして「卯ノ年之御検地jでも「老人jが

「御案内Jをしているという O 前者の検地は寛文

5年(1665)に行われたものであろう O 寛文5年

の ILLJ検分11長J!9)をみると，老人の主張通り， 1大

津iJJJに2筆合わせて 9111T6反7畝14歩の山が!限

付けされている。この 2筆は「惣持」となってお

り，木 f~ïl定村の共有株場であったと判断されよ

うO また後者の卯年は元禄12年を指すと考えられ

る。同年のiJ川余地 IIJJ~ の IIJJ~ 末には， 3筆の「羽::IlJJ 

が記ilまされているが， 1みねiJJJ3111T5反， 1大j幸

谷J1 IIIT 7 )又， 11岳山J6 IIIT 2反の合計 6110' 4 )支
となっている o ¥;iすよれも「大浮LLJJではなく， ま

たiYfi積も大JIJ日に減じている O

2 点 I~l に注@すべきは，木定村と日3irHi::j"との

関係である。木古j定十jーでは II:EIii刷、:J"fIf:1l百姓衆」に

LLJを預け， 1 iJ.I銭jを請けIi!Z.っているという O 後
述するように，幕末期には木古j定村の茅山は日3im

4寸の住民に利用されており，このような利用のあ

り方は， 18ttt紀前半まで遡ることが確認される O

このほか明和 3年(1766)には，木古庭村の南東

に位置する下平作村のが， 木古j庭定村村.1峯iJ山1幻一Jし)

L耳草?字戸[:μJ揚Jを 「凡j狼j畏2りに1苅iJJつた{宇刊件::1牛iドこにつき' 内済に及ん
でいる20)

これらの事例から明らかな通り，三inr丘陵にお
いては171lt紀後半以降.税u坊を巡る争論が頻発し
ていた。桜iJ川Jが訴えたように，村々は草地から

耕地の肥料や牛馬の飼料を得ており，草地が不足

すれば農業経営が成り立たなし 1ほどに依存してい

た。そのため時には境界を越えて他村の領域で下

をメIjることもあり，村落IM1の争論が頻発してい

た。

E 明治織の山野手iJffl

1 )明治黙の木古庭村

第5図は，明治20年代における木古庭村の土地

利用を示したものである O 南北約2.7キロメート

ル，東西約1.7キロメートルの村域の周砲は，東

を平作村，西を上山口村，南西を秋谷村と芦名

村，北を逸見村と田浦村に接している O 明治期に

は，木吉庭村は 9つの小字(入，後IlJ，広尾，大

沢谷，大沢111，高祖坂，アラク，薮，大沢)に分

かれていた。 18'1企紀半ば以降，木古庭付の戸数は

65戸前後であり，人数は350人前後で推移してい

る21)。また高相坂の本11[1寺は，大l明L1Jと号する日

蓮宗の寺院である O 寺伝によれば，もと本11I1寺は

伊豆の僧が結んだ庵であり，布教のために房総半

島から三浦半島に渡った日蓮が滞在したという 22)。

第 51~1 を一見して明らかな通り，村j或の大部分

は山林であり，村j或中央を流れる下L1J)J1に沿って

宅地や耕地が分布している O そして大沢谷-大

沢・薮には村持の株場が分布していた。分布範囲

は丘陵山頂部付近にあたり 幕末期に描かれた下

山口村絵I~Iの描写と近似している O

山林間積の広さに次いで注目される点が，一下fマi山勾

jハ川11左j岸苧の薮及び

1:: ごLL一Jけj川I1左j岸辛はj地血すべり地形のため緩やカか、な斜斜.函と

なつており，この緩斜面を利用してー帝に棚田が

形成されていた。水田はこの他にも広尾や高祖坂

及びアラクの付I積低地に分布していた。また， J:lll 

は，後iJJや広尾及び高祖坂やアラクの南向き斜加

に，そして入では下山)11の右岸を中心に分布して

いた。明治15年(1882)には， J:II!では大麦を中心と

して雑穀や甘藷及び木綿が作付されていた(第2

O このほか林産物としては，明治10::q三 (877)

に炭が12，840貰 (535円)，薪が5，000束 (25p:J)生

産されていた。すなわち木古庭村では薪炭の生産

額が米に次いでおり，収入源として重要な生産物

であった。

第 3 表は明治1O~20年代における木古j定村の

i企帯別農業経営を示したものである O 浦賀道に罰

した後iJJと広尾には， iilli.醤?ll1の小売商がおり，
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第 2表 木古l岩村における農林産物 -1明治10

年代

明治15
(1882) 

i明治10
(1877) 

15年 0877・82)一

作物
反7JIj

生産量
生産額

(ii仇) (円)

米 2，090 314石 2132.82 

I'fli;米 1，080 42石 294.00 

大麦 1，550 124石 225. 68 

大豆 480 38iヨ 192. 00 

架 650 52石 173.16 
甘藷 280 35，360斤 141. 44 

視!麦 540 38石 94. 50 

科 753 75iヨ 75.30 

小麦 330 21石 71. 43 

笑キiE 63 330斤 33.00 

蕎麦 150 9石 29. 97 

f天 12，840貰 535.00 

来Ir 5，000* 25.00 

(葉山lUJ・役場文書「明治 i五年相模国三浦郡
木古j定中:J普通農産表校J.

木古j定・伊東家文書:r地誌IYiキlfI記Jにより作成)
u:)生産量は小数点 l位以下を四捨五入した。

このほか理髪業や菓子類なとごの小売痛が営まれて

いた。また炭焼を営むものが2人いたが，新や炭

などの林産物は比較的に少ない。なお大正期に

は，広尾の18戸中17戸で，海軍工j蔽のl殿工として

勤務する者がいたという 23)。大沢と薮では薪や誌

などの生産量が多く，また屋根茸と炭焼が各 3

人木挽とi:江ifr:が各 1)寸i'{g認され， 111林生産が盛

んであったといえる O

小字ごとの特徴は，牛馬の所有頭数からもうか

がえる O 後山や広尾で、は馬が多く，街道沿いの物

資輸送に利用されたものと推測される。一方で棚

田が広く分布する大沢及び薮では牛の多さが目立

つO

2 )木古庭村入における茅の利用

木古j走村のなかでも， iJJ林m花ミの割合が特に高い
入には， r主11¥林」とi呼ばれる共有茅場カfあった2，1)。
この郷林は本民寺の裏手に位置しており，約20戸

の住民によって共同所有されていた。郷林の面積

は 6~7 反ほどであり，第二次世界大戦後までは

利用されていたとみられるが.現在は利用されて

いなし'10 この郷林の茅 のみに利用され，

正月 10H tJ~ より 3 J] I1¥J ほどかけて茅メIjりが行われ

ていたという O

第4表は，入の共有丈をもとに，幕末期から

明治初期にかけての茅iJ川1])持者を示したものであ

るO 本IIIJ三百fiには， r未正月jより28年間の φ「支と

1ifーにつき 1人の人名が記されている口記載され

た人名はのべ26人分で、あるが， このうち京総する

ものを除くと実質15人分となるお)。この15人のう

ち唯一地名が冠せられるのが rlllifll.半 Il:m~J

である O その他の人名は，入の住氏が12人， j¥'lj:j:1] 

坂の住民が2人であるお)口入やi¥"ijtll.坂といった木

古!定村住民だけでなく 他村住氏も入の*J!li林を利

用している点は興味j宗し'10 IIliili' 'l. 五 J~I\ は1L・ 1 1'.

( 7年 1::1)に 1l'f400文¥ 7 11"'1去の1¥111'- (1411'.1.1) 

に金 l分を支払っているの 201f1:1のlIt1y.以降では

金 2~3 朱が支払われており 1+1 iill "(h.J'mの金
額はこれに比べて I¥j)¥;¥点が指檎できる口

本IIIJ~ryü には茅の用途はぶされていないが，おそ

らく屋侠茸のために使われたものと:jW察されるn

記jlまされた26ヶ:q:.のうち 5ヶ年分に r，L.:)J Jの;記

載があることは liiI;述したように，部!日林のえに刈り

作業が毎年正月に行われていたことと介致する口

また，同一/¥物によるやJ1IJIII1I;捕はがJ2()1n;y)であっ

たが，これは茅茸j長恨のlilj:J')IJ 11:数(こ近↑J)、してい

るO このことから本11俣市に記載された内容の大半

は，J屋根葺のために共有の茅場を利用した記録で

あると半IJI析される O

なお周辺村落でも，木古!定村と同様に共右手;j誌

の茅を屋根茸に利用していた。例えば池上(現横

須賀市)では正月15日過ぎから茅メIjを行っていた。

31戸で茅場を利用しおよそ301:1三の間隔で}11~i需が

廻ってきた27)。また上小矢部(J克横須賀市)では，

大正初期まで茅茸犀棋の賞:き替えのため矧尽が行

われていたお)。さらに根岸 OJLi世~l~f.i llj) では明

治から大正JtJJにおいて，屋根茸きのための茅は l

IITIの利用につき 1万束ほど使HJされていた29)。

3 )都市部における林産物の需要

明治Jmの三浦半島における薪炭の生産は.北部
の丘陵地で盛んに行われていたが，なかでも木古
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第 51玄l 木I~I}定村の土地利用 -1明治20年代一

(横浜地方法務局横須賀支局所首長地籍[zl.葉iJ-I/lrr役場文書「称場書上」により作成)
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第 3表 木古)定地区における世帯別生産物一明治18~21年 0885~88) 一

fijJifi21 ij'- fiji治18年 砂ii合18ijo

寸:世子f， 米:精米玄米大変小宏被表枠 11未IJN tfr Jl乙 ~ tiiL!.10 雌!高級午 rllit.!j".
業態

売上高

(俵) (依) (俵) (依) (依) (依) (依) (樽) (把) (1去) (把) (頭) i工!

3 
2 2 
3 2 
4 3 ? 

5 2 

{111 2 1 6 
7 2 
8 酒類醤illl 180 
9 ? 50 -11)ミ 55 
10 2 5 FJミ 36 
11 2 - 革茸屋根 10 
12 

2 4 ? -1:'草葺屋根 15 
3 J つ ? 

4 3 3 ? 

5 

}己 6 
? 

7 

8 
9 

10 
11 2 8 2 ? 

10 o 125 ? 300 800 
? ? o 125 ? - 1000 
フ 0.15 ? 1000 

4 2 0.15 
j¥ 
5 2 0.2 2 
2 0.15 2 800 200 

7 4 0.1 ? 500 1 I ìj~ 25 
8 
9 フ - 1 lj"~Jll:J2t根 lííí~ 28 
- 0.125 4 4 0 05 400 1000 

? 一 o025 ? 0.5 500 l 

3 - 0.025 4 4 ? 50 - 1000 i木J免 20 
4 0.025 フ 3 1000 

某"人じ 5 一 0025 5 3 ? 2 100 500 桶 14 
6 0.125 1 0.05 200 500 
7 - 0 025 フ ? 50 1000 j天 30 
8 o 025 4 5 フ 300 - 1000 
9 - 0.125 ゾ 500 ヰ工茸j主絞 14 

6 12 6 4 4 200 2 
2 Jlミ 55 

1む111 3 
フ

フ

5 3 ソ 4 200 
。y 。 3 

4ヌ

3 ? 

4 D 戸 ? 3 1500 300 11iJt 40 
5 5 ? 100 
6 ;コ ? 

入 5 
8 3 フ ? 200 

? 

10 
11 ゾ ひ 100 
12 
13 一 2 2 2 100 

(葉ILlllrH0)~){J:n，kt: I徴発ニ付雑穀政現在調J. I牛馬lN調書:J.什一八年二月調査」により作成)
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第 4 表木I~J- J定村における「茅LLJJの利用事

ヰミ~明治初期j

「支 FJ 利用者 ;;号住j也 ffJi!考
/1( 三七ilffl"j ノ¥

? 惣兵衛 /¥ 

3 
j支 fihi 五 :i~JI"1 /¥ '1'".どり

5 三友 ノ左衛門 ノ¥

6 $Jiイ'Cim:il"l ノ¥

7 lI: =!'-.7J:tH; HliiliH 1 l't400丈
8 ょ!~ fUd!ril"l 人

9 !}IJ tf1i:i!ifl"l 入

10 jぇ 助手ii!，¥:i門 /¥ 

11 巳 久たi!rJl"J l:iitlLJ:J.Z かや
1? 七兵衛 メ、

13 八五:術1"1 ノ、、

14 半 Tî.!~I\ Hlimi':j 金 i分
15 
16 !支 長!J7if!l¥ おtllJtj 1-
17 主よえー WJ千iilli1"] /¥ 

18 |江If!I;左i桁I"J ノ¥

19 オj 三 f!I;~iilfii"j ノ¥

20 主主 ノ¥Ki!iil"j /¥ '.i;: :2米
21 JJjJ 久世iニi!，¥fi"j 外、 flt :2朱
?? 惣兵衛 人 五三 3朱
23 巳 長メjJ!，¥fl"j ノ¥ '.it 3朱
24 新右i!l:fl勺 ノ¥ flt 3米
25 三ず'-j(!，¥il"j ノ¥ 金3朱
26 八-S:i!iII"j /¥ fli: 3米
27 I!~I ~!i メL: i!i:jl"j ノ、、 三;:3封、
28 j支 七兵i釘 ム、

(鈴木j';(1JiH 家文書ー「かや UI覚 1111~J により作成)

注)資料上には年代が記 jlまされていないが、 iíE :á j'I~) に

1F-の ml~1 を 1ï1ìった

庭村や j二 U~ 口付で(土地村に比べて多くの薪 jえが生

産されていた(第 6121)。そして木!?1・!岩村やJitiJ辺村

宗で生産された新jえは，三浦半島東岸の逸見村

(;JL横須賀市)へ津出されていた30)。なお逸見付や

EEl ii吉村ーでは，薪i'lJl~l 商人の存在が指摘されてい

る31)口このうちi壬liilJ村ーでは.文化年INJに江戸の薪

IIJ1 )主に事?を出荷していた新尚人が2人いた )2)。

さらに幕末期から明治則にかけて・!在十J"に

隣接する山1:1:1(現横須賀市)には，木tiT庭やトー111

口の炭を江戸へ出荷する薪炭1mが ¥;iた:m。なお/j.llJ

きJ]足りによれば，オ定村の新なと"0)林}l川知はリ

ヤカーで横須賀まで;運んでII反売していた:1.1)口

木古)定村に|境捺する I-_IIII-li寸では明治WJにお

ける林産物の流i邑をJl14;(I~ に長11 ることができる口

第5表および第6去は， 1-.111111::Jにお(.i-るxと新
のJI児引先とII反う主制を示したものである。これによ

れば，茅については大作-坂本(現柚須賀r1i) や

鎌倉との!日jで， 11)(引を1J:っていたことがわかる口

また，新については，上)Jj( (JJL~\~ IIIIIIJ¥・色地lバ)

の甚七が取引佑の一大:字ーを )Ijめているが。 iJI!すべ

きはその他にみえる取引先である。桝|人J(現業111

P 

封新耳束ミ)

仔5i:8::24，000 
6.000 

O 4km 

第61玄i三浦半島におけーる薪j長生産量一明治15年(1882)一
o偵察銭jにより作成)



11汀)の他，汐入(現横須賀市)や，神奈川(現横

浜市)などとも取引が行われていた。いずれも用

途は不I~であるが，上山口村の茅や薪が都市部の

需要と結びついていた点は注目される O さらにこ

の他， I可史料には取引先として深田-逸見・汐入・

横須賀などの地名が散見される。 J二1111コ村の茅や

薪などの林産物は，単に村内で農業的利用にあて

られていただけでなく 堀内，横須賀や鎌倉，神

奈川などといった都市部へ移出されていたことが

オっかる O

第 5表 I:.IJJ仁l村における茅の取引先一明治

14~15年 0881 ~82) 一

月 I~! JfY: ~ 1先
数量 金額

(Jt::) (銭)
!現J合14 7 13 26 46.0 

i明治14 7 24 21 35.0 

lり]治14 7 27 」二!lf( 320.0 

Ilj=J治14 7 29 」二j京 680.0 

i肝治14 8 7 j民入 25 44. 8 

Iljj?台14 9 4 ネ111~~ JII 61 116.7 
|明治14 10 一|二jjil 350.0 

Ilj=J治14 12 14 j二151 200.0 

明治14 12 22 i一色 220 

i明治14 12 31 80 

l明治14 66 60. 0 

IVJ?台14 堀内 38 58.0 

Iljidi15 27 一色 165 300.0 

i明j台15 28 J二jjil 60.0 

(三官武家文書「真木山記II!Jむにより作成)

第6表上iJl仁i村における薪の取引先 -1明治

14~15年 0881 ~82)-

}'] 

3日z0|i1 金制

販売先 (銭)

iりh合14 12 大津 100 

iりJ~台 14 12 鎌倉 110 

明 ~fì15 大iilt I 300 
i明治15 フ 坂元 100 

iりh台15 3 鎌倉 100 

(三官{武家文書:r真木iJl記l張jにより作成)

N 明治期の植林

1 )明治20年代の木古庭地区入におけるマツ・

スギの植林

明治後期には， 日清戦争や日露戦争の記念植林

が日本各地で行われたが，対象地域においても植

林が行われた。第7表および第8表は，明治20年

代の木古庭地区入における植林作業と苗木の購入

先について示したものである O

まず第7表から植林作業の様子を確認すると，

明治26年 (1893) に植林が実施されたのは，大沢

谷及ぴ大沢山である o 3月31EIと4月41:1に rLLi 
刈Jがあり， I百j月5日と 8日にかけて大沢谷でマ

ツの植付が行われた。そして10月151ヨ及び16日の

両日には，大沢山に1，200本のマツが槌イすけられ

ている O さらに明治27ij三 (1894) 4月21Bから26

1:1にかけてマツ及びスギが 明治30年(1897) 4 

月30日には「大彩の三角 111J にスギが1;~立付けられ

ている O 植林の l~ì 的は定かではないが明治26 ・

27年は， 日清戦争記念植林が広く行われた時期と

第7表木古j定地区における植林作業一明治

26~30年 0893~97) 一

:¥1ミ )，] lヨ 作業内容 j~)jm 
人数

ポm考
(人)

iり]治26 3 31 ¥Liメ1) 大沢谷267 14 

iVJ治26 4 ¥L!刈 大i)~谷267 14 

明治26 4 5 地{す 大沢谷267 14 マツ

明治26 4 8 tio.イτj 大沢谷267 14 マツ

lij1i会26 8 27 一;ご草メIJ 大ý)\ i:~267 15 

明治26 10 15 tio.1"J 大沢LL!2 15 マツ1200本

iりh台26 10 16 ti立1"J ブミ i)~ILI 2 15 マツ

iりj治26 10 19 下キJメIj 大沢谷267 11 

lijJ治26 10 19 "fl芋メ1) 大 iゴ 1~; 4 

lijji台27 3 27 iJiメIJ 15 

iりJi台27 3 28 LLJメIJ 15 

!り]治27 3 29 15 

IりJ治27 4 21 M1τj 15 マツ

IljJi合27 4 23 十i立10J 15 マツスギ

iりJi台27 4 26 拍手j 15 マツ スニド

明治30は 大};~.;の三 jiJ山 15 スギ1000本

(伊東秀男家文書「松i1rl槌付人夫共j也記IjJJd.

「大 i()~LLi松杉1]日己」により作Ji反)
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重なる O

続いて第8表で注目される点は， #i木の購入先

である O 明治26年と27年には，富士見十lm{宿 OJi
横浜市戸塚区)から購入されている D そして明治

30年に植林されたWi木は，近隣の日:1滞村大作(JJL

横須賀市)および三浦半島南部の初戸村高ITJjブj

(J克三浦市初声II!T) から購入されたものであった。

これらの購入記録から，明治30年頃には，三iHi

j誌に複数の151i木生産地が315成されていたことがわ

かる O

三浦郡における IW木生産績は.明治30年代後半

から大正初めにかけて，円JIJ 奈川県統 i~l暫:j にあ

らわれている(第9表)口三抗日出の?11木生産額は，

木林や木炭に次いでいる。明治30年代後半から漸

次増加lし，大正元年 (912) の1，650円をピーク

として，一定量が止i三産されていたの

なお明治36年(1903) 3 FJ 25 FI ，三浦郡民会は

埼玉県安行村(現時玉県)11仁l'llnで市木育成の状

況を視察している:刻。このl時期J.三iiIJt:日成会をJi:1
心として，三浦郡下で、ItJti木生産にit[1が寄せられ

第8表 木市!定地区における白木の購入先一明治26~3011三 0893~97) 一

J=J !こi
本数

結H主 購入先
代金

11iii考
(本) (11J) 

iりJ~台26 4 4 3， 600 マツ '1;'; -j二見村H;I:ii'i 1.258 kiN.谷267
iり]ifi26 4 7 4.850 マツ 3.343 A:iJ¥子会267

明記i27 3.000 マツ 2. 230 イサ

iりお台27 3.800 マツ 3.610 

I明治27 2. 600 スギ 5. 700 

lijJ治27 スギ ;く1・J::~?. i'J Jj~( 1h 

明治27 スギ }古士見キ打

!明治27 マツ 72'十:見+打

iりj治29 4 1. 750 マツ マサキ 5. 250 

!りJif:i29 マツ スギ 13.511 

!り3治29 4 100 スギ 1.366 

i明治29 4 1.600 スギ 5. 300 }(111;¥ラの11の1iの111

i明治30 4 30 200 マツ イリ

明治30 4 30 300 マサキ
)初声同円坊

イサ

iりJi台30 4 30 200 マツ 弐サ

iりh台30 4 30 300 マサキ 弐号

iり1iEi30 4 30 1，000 スギ i王liili十:Jブ¥::fi: 3. 000 大影の三f:{J山

(伊東秀男家文告:['松l'Eii'i[付人夫共j也記11日ミJ. ['大洋iJl松杉J11i記」により作成)

第9表 三irlJVJljにおける林産物の生産量: 明治38~大正 3 :\1三(l905~1914) -

(土ji位円)

年代 JL ' fEJ材 挽材 fr材 杉皮 Ij!iオミ 木jえ その他 合計

|閃治38 2‘222 180 1.768 351 3.444 260 778 30. 875 

IVJi台39 4.855 110 1. 818 353 750 2. 364 260 44 40.880 

I~J 治40 9. 592 380 2.114 225 900 2. 200 400 60 56.866 

iりJi台41 5. 570 581 1，846 875 209 3曾 953 900 19 63. 953 

IVJ ~台42 7. 880 1. 518 2.406 825 75 6.065 930 153 62. 749 

明j台43 5.840 2.050 1. 417 828 1.026 5.816 166 57. 193 

IVj ~合44 8. 501 1.445 3.035 858 1.525 7.032 5 320 72. 521 

大正 l 10， 813 1. 992 3.486 850 1.650 7.178 305 68. 974 

大正2 8. 730 2. 062 3.513 820 1.400 4.800 292 65.457 

大正 3 11. 435 2.595 4.066 826 1.150 4. 523 615 77.910 

(各年次の "11j1奈川県統計書jにより{乍成)

- 31-



ていたと判断される O ただし 三浦郡における苗 なかでもクスノキに関する注目は高く，明治仰

木生産は，その後，大きな発展をみなかったよう 年 (911)の『神奈川県産業安覧jには.U、下の

である。昭和4年 (1929)には1111奈JlIY~山林会に 通り記されている42)。

より第 11m苗!菌品評会が開催されたが，三浦郡か
らは出品されなかった36)

2 )三浦郡におけるクスノキの植林

日清戦争を契機とする植林に関して三浦郡下

ではスギ・マツ植林以外の動向もあった。 I~丹治27年

から28年(1895)にかけて， 日清li攻守1-を記念して，

各都小学校及び村l社等へクスノキの115木が配布さ

れたが，クスノキの栽培は普及しなかった:37)。三

ifH郡内では，明治28年 1月から 3丹にかけて，

常小学校 5~交(中 ïtiïd/i .逸見.iï~r*f!I~ .船越・武山の

各校)にクスノキの種子が配布されている38)

さらに明治38:1'1三 (905)には，三浦郡f覧会がク

スノキの栽槌を奨励した:問。クスノキの13!i木を静

i両県田方郡(1万2千本).鎌倉郡(4千本)から

購入し購入した古木は都内各町村民会及び篤農

家に配布されたという O これは rEI露戦争交戦記
念」として実施されたものであるが，それのみな

らず，樟JJiiJ生産も目的とされていたとみられる。

同年8月17・18Eiには支事奨励事業として採脳

試験を行うために，神奈川県から技手の派遣を求

め，採)j品方法を見学するとともに，講話会が開か

れている D そしてその結果. r採脳ノ前途有
であると確認されたことが会務報告書に記載され

ている O その上，明治42年 (909)11月6日には，

三浦郡良会は神奈川県小日:IJ京I!lTで樟脳製造の状況
を視察している40)。

こうした動向の背景には 神奈川県の施策が

あった。明治40年 (907).神奈川県はケヤキ・ク

スノキ・ウルシを「特種樹類jとして位置づけ，

種子下付規則を設けている O 県下では，木材を原

料とする製iijlが近年増加If頃向にあるとして. r海
外1車輸!布命ι釦i出iゴj品1iJl弘h
ノ共キ二を筆頭にの什器又はlj支出立， 車両其の

他各種工業用Jのケヤキ. r工芸 111111 たる ?~0*~の塗

料に安する」ためのウルシの 3椋を県の主要な奨

励樹混としたものであったれ)。

楠は本邦の特産樹にして其 I~I 的用材，将た椋JJ品

製造用たるを向はす，本県の沿岸地方の気候と

地勢は寧ろ布告の郷土と称するを得へし

クスノキは神奈川県の「特産棉」であり，神奈川

県の沿岸地方は「楠の郷土jと称することができ

るという O このように高い評価を受けていたクス

ノキは，沿海地方の気候温暖な土地を選び，三浦

郡葉山村および，足柄下郡真鶴村・岩村-古浜村

で植栽され，その成績は良好であったの)。

V おわりに

本稿では，三iNiJ王|凌を首都圏の重要な緑地とし

て位置づけ，都市との関係を考慮しながら，近世

前期以降における LL!野利用の変遷について基礎的

な検討を試みた。本稿の内容をまとめると，以下

の通りである O

まず，元禄~mの三 irlr丘陵には広く草地が分布し

ていたことがi明らかになった。草地は!王lJ:lfIの !J~~4

や牛馬飼料として利用され. 17'1世紀以降，村落問

では税ゴ揚を巡る争論が頻発していた。また幕末期

の村絵図には，三浦丘陵の山沼部を 1:1=1心に広く

j也が広がっている掠子が拙かれていた。そして明

治10年代の木古庭村で、は 特に大沢・薮・高祖坂・

入で. U.li本資源の利用が活発であった。またJ二LlI

i二i村では都市部へ茅や薪を盛んに移出していた。

その後明治20年代には 木古庭村入で、マツやスギ

などの植林が行われていたが これらの市木は三

;m半島周辺のWi木生産地から購入したものであっ
た。さらに明j台30年代後半以1;年には，神奈)11県下

でクスノキへの関心が高まり，三浦郡では民会の

によるクスノキの植林が行われていた。現

三浦丘陵に広く分布するコナラなどの二次林

は，薪炭林が放棄されたもので、あるが，このほか

に上述のような植林が行われた結果，現在の1'ft日三
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が31ラli)之されたといえる O

l明治後期jに三浦郡下で展開した植林は. El 清.1::] 

露を契機とするものであり，こうした記念

植林は全国!'l守に実施されたものである O しかしな

がら三浦郡ではこれらの植林をきっかけとして

市木産地が形成されたり クスノキへの注目が高

まったりするなどの動向がうまれた。なおi明現治2お3 

年(18釣90ω)には械j浜J兵ミで

リや菖:立蒲r1詰i官?なとどとのi'布植、i定i迫在物貿;易長易:を発)展長させていただ，1付州4ω 三

浦郡における部木生産は海外!輸出とも関連してい

た可能性がある O またクスノキへの関心は. i![Iiii U=I 

mの樟)jìiJ ~tï主を目的とするものであった。このよ

うに，明治後期の三浦郡下では山野利用に新しい

展開が見出されていたといえる O

クスノキがどのように植林され， どのように利

用されたのかについては，具体的に検討する必要

があろう O また，三浦郡におけるiW木産地の実態

は，より詳細に明らかにする必要があるだろう。

従来の研究では.安行などの大規模産地について

はiiJf究がなされているが小規模産地に関しては

言及がなし ¥15)。これらは今後の課題としたい。

付記

本稿の作成にあたり，葉1I1郷土史研究会11;:文書部

会の皆様には収集資料利用のご使:H!:をはじめ、多く

のご教示をi渇りました。あわせて，木古庭地i互の稲葉

栄一氏・能向忠夫氏・小Ih奇filI延氏・鈴木増雄氏の皆様

から多くのご教示を!!易りました。また資料刊行読者の

伊東秀男氏・鈴木JI;nt.jt氏・?f:'¥日i米子氏・萩j毛藤江氏
葉LL!i攻夫氏・三官 武氏と • wi LL! I!lT役場の皆様には.
資料利用に|努してご高配を H易りました。そして神奈

川県立公文書目(の皆様には，資料閲覧に|努してご高

配をl!易りました。以上記して!苧く御礼E!:Jし l二げます。
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